
 

平成 27年 10月 15日 

 

千葉市長 熊谷 俊人 様 

 

千葉市保健福祉局指定管理者選定評価委員会 

会長 小田 攻          

 

 

指定管理予定候補者の選定について（答申） 

 

 平成 27 年 5 月 15 日付け 27 千保総第 107 号で諮問のありました標記の件について、別

紙の部会からの報告のとおり答申します。 

  



 

平成 27年 10月 13日 

 

千葉市保健福祉局指定管理者選定評価委員会 

 会長 小田 攻 様 

 

 

千葉市保健福祉局指定管理者選定評価委員会 

高齢者施設部会 

部会長 西尾 孝司  

 

 

指定管理予定候補者の選定について（報告） 

 

 

 平成 27年 5月 15日付け 27千保総第 107号で、千葉市長から諮問のあった標記の 

件について、本部会において審議した結果、下記のとおり決定したので報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 千葉市いきいきプラザ（中央、花見川、稲毛、若葉、緑、美浜）及び千葉市いきいき

センター（蘇我、花見川、さつきが丘、あやめ台、大宮、都賀、越智、土気、真砂） 

（議決日：平成 27年 10月 13日） 

（１）指定管理予定候補者とすべき者 

社会福祉法人千葉市社会福祉事業団 

 

（２）審議結果及び選定理由 

非公募による選定であったため、各審査項目について管理運営の基準を満たして

いるかなど、応募団体の指定管理予定候補者としての適否を審査した結果、全ての

審査項目について適正であると認められたことから、社会福祉法人千葉市社会福祉

事業団を指定管理予定候補者として選定した。 

なお、管理業務の実施に当たっては、次の事項に配慮されたい。 

 

ア 災害発生時を想定した、特に休日における対策・トレーニングについて、

市との連携を図り、実施していただきたい。 



 

イ 災害発生時に、近隣住民が避難してくることも具体的に想定した防災計画

を考えていただきたい。 

ウ ホームページ等、広報の仕方について、利用者目線に立ち、魅力ある情報

発信方法を考えていただきたい。 

エ 職員の相談窓口について、あらゆるハラスメントに対応できるように配慮

していただきたい。 

オ 事業報告書の内容について、市民に対する説明責任（アカウンタビリティ）

を意識しながら、より充実していただきたい。 

 

 

２ 千葉市幸老人センター（議決日：平成 27年 10月 13日） 

（１）指定管理予定候補者とすべき者 

千葉幸町団地自治会 

 

（２）審議結果及び選定理由 

非公募による選定であったため、各審査項目について管理運営の基準を満たして

いるかなど、応募団体の指定管理予定候補者としての適否を審査した結果、全ての

審査項目について適正であると認められたことから、千葉幸町団地自治会を指定管

理予定候補者として選定した。 

 


